
効果概要：土砂災害発生の危険性が高い渓流である信濃川水系薬師沢において、３か年緊急対策予算を用いた長野県
事業による砂防堰堤の整備により、令和４年8月3日からの大雨に伴い発生した土石流約4,500m3を捕捉し、下
流域の避難所及び県道等の公共施設への被害を未然に防止。

府省庁名：国土交通省

 実施主体：長野県

 対策の概要及び事業費：

渓床に堆積した倒木や巨石等の不安定堆積物により土砂

災害発生の危険性が高い渓流において、直下にある避難所

や県道などの公共施設を保全するため、砂防堰堤を整備。

 令和４年８月３日からの大雨時の効果：

３か年緊急対策

災害時の効果発揮事例
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薬師沢２号堰堤
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薬師沢全景

土砂災害警戒区域

県道小川長野線

土石流発生後
(Ｒ４年８月８日)

薬師沢２号砂防堰堤
完成 令和元年11月
堤高H=11.5m
堤長L=42.0m

土石流発生前
(Ｒ３年10月)

信濃川水系薬師沢通常砂防事業（長野県上水内郡小川村）

主な事業 対策内容 事業費 対策期間

通常砂防事業 砂防堰堤工 約2.4億円 H25～R1

うち３か年緊急対策 砂防堰堤工 約0.1億円 R1

砂防堰堤の整備が行われなかった
場合、下流域の避難所及び県道等
が土石流により被災するなどの被
害が想定
（想定被害額約6.3億円）

整備した砂防堰堤が8月6日に
発生した土石流約4,500m3を
捕捉した結果、

下流域への被害なし

未整備の場合 整備効果
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